
ご使用先 殿
電　　源 400V 50/60Hz

ご注文元 殿 始動方式 圧縮機：ｲﾝﾊﾞｰﾀ　送風機：ｲﾝﾊﾞｰﾀ
用　　途 冷却

弊社工事番号

kW

℃

℃

ｍ3/h

ｋPa

マンセル5Y8/1　近似色

背面
正面

プロペラファン×4 (Aｽｹｰﾙ)
(電動機称呼出力   0.92kW×4)  騒音はﾕﾆｯﾄ正面から1m離れて、1.5m高さで測定した

ブレージングプレート式  値で無響音室基準です。反響音の影響を受ける据付

プレートフィン式  状態ではこの値より4～6dB高くなります。

電子膨張弁
R410A ※ご使用上の注意(下記使用範囲内でご使用下さい)
エステル油

圧力開閉器(高圧)､圧力センサー(低圧)､
過電流継電器､凍結防止センサー､ 食品の冷却､飲用､給湯などに

吐出ガス温度センサー 直接使用しないで下さい。

1230 kg
1255 kg

・ユニット外形図 KV96G056
・外部信号インターフェース図 KV94G844B
・電気工事仕様書 WANR1-0201
・電気配線図 KN96N556B
・ブライン配管の接続について WANR1-0086
・冷媒配管系統図 KV94C512A
・使用限界と保護装置 WANR1-0088
・設備設計工事時の注意事項 WANR1-0137A
・塗装仕様書 WANR1-0080A

※この仕様書は機器の改定のため,予告なく変更することがあります。

※ﾌﾞﾗｲﾝ濃度は凍結点が出口温度より10Ｋ以上低い温度となるよう選定下さい。

※本機種はｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ,ﾌﾟﾛﾌﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ主成分のﾌﾞﾗｲﾝを推奨しております。推奨外のﾌﾞﾗｲﾝを使用する

　場合は、以下の材質とﾌﾞﾗｲﾝの相性に問題ないことを現地(お客様)確認の上対応をお願い致します。

　ブライン接液部の材質：ステンレス(SUS304,SUS306),銅(純銅,りん脱酸銅),黄銅(BSBF),合成ゴム(EPDM)

除外工事：据付、基礎工事、給排水工事、電気接続工事、電源開閉器、止弁（ブライン用）、試運転作業、その他本仕様書に明示なき事項

ご使用の前に、「取扱説明書」「据付工事説明書」をよくお読みのうえ正しくお使いください。

空 冷 式 ブ ラ イ ン ク ー ラ 仕 様 書  仕様書番号

形 名 BALV-EN60VA-BSG 法定冷凍トン 19.9 ユニット台数 1台

冷却

50/60Hz

冷 却 能 力 115.2

水 圧 損 失 23

外　気　条　件

ﾅｲﾌﾞﾗｲﾝZ-1物性値

ブライン入口 0

ブライン出口 -5

ブライン流量 21.8

DB=35℃ RH=40%

濃度:40wt% 凍結温度:-15.9℃

比熱:3.621kJ/kg･K 比重:1.052

圧 縮 機 HNB83FB-YN 塗 装

全密閉インバータースクロール圧縮機 ﾌ ﾞ ﾗ ｲ ﾝ配管接続方向
(電動機称呼出力 三相4P 11.0kW×4) 電 源 接 続 方 向

送 風 機 騒 音 67.6dB

ﾌﾞﾗｲﾝ側熱交換器
空気側熱交換器
冷 媒 制 御
冷 媒
冷 凍 機 油 項  目 使用範囲

外気温度 -15℃～43℃

安 全 装 置 ブライン出口温度 -15℃～25℃

ご使用時の注意

製 品 質 量

・ 安全に関するご注意

改
定

運 転 質 量
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三菱電機株式会社

ブライン配管の接続について　（ブライン配管標準仕様(JIS10Kフランジ)）

●ブライン配管接続は次の図のとおりです。

※上図は内部が分かりやすいように機械室の
パネルを外した状態です。

(イ）ブラインクーラへの配管接続
(a) 作業所掌

(b) 配管サイズ

(ロ）ブラインクーラへの配管接続要領(現地工事要領)
(a) ブラインクーラ側の接続口構造

(ハ）ブライン配管施工上の注意
(a) ブライン配管の出入口を間違えないようにしてください。
(b) 配管には接手バルブを設け、サービス性を考慮してください。
(c) ブライン配管の出入口に温度計を設けておくと運転状態を確認することができます。
(d) ブライン配管の熱損失を防ぎ、冷却運転時の配管表面への結露を防止するため防熱工事を行ってください。
(e) 配管にはフレキシブルジョイントを設け、振動が配管に伝わらないようにしてください。
(f) ユニットの入口配管には必ず清掃可能な「ストレーナ（20メッシュ以上）」を設け、

ボルトや石類等の異物がブライン側熱交換器に入らないようお願いします。

WANR1-0086

機種
BALV-EN40,50,60A

配管サイズ
65Ａ

BALV-EN形ブライン配管接続

JIS 10Kフランジ接続 

ブライン入口 

ブライン出口 
三菱電機所掌 

現地工事所掌 

接続部詳細（ブライン入口） 

JIS 10Kフランジ接続となっています。 
締結ねじサイズはM16で本数は4本です。 

ブライン入口配管 

ブライン出口配管 

フランジ接続 

配管サイズ 
（下図参照） 

接続部詳細（ブライン出口） 

JIS 10Kフランジ接続となっています。 
締結ねじサイズはM16で本数は4本です。 

外形イメージ図 拡大図 
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使用限界と保護装置

＜BALV-EN形＞

※1　製品購入を検討される際は、採用されるブラインの種類を販売店に連絡ください。
※2　短時間での発停繰返しがないよう、システム総ブライン量の確保をお願い致します。
※3　フロースイッチ取付時には配管内流速が3ｍ/ｓ以下となるようにしてください。
※4　運転範囲の詳細は下記グラフをご確認ください。

入口ブライン温度変化　※2 - 5℃/10分以下

低圧カット値（圧力センサー） MPa 0.1

凍結防止サーモ ℃ 凍結点　+3.0

使用流体　※1 - ブライン（入口には必ず清掃可能なストレーナ[20メッシュ以上]を取付願います）

高圧カット値（圧力開閉器） MPa 4.15

発停サイクル 分 圧縮機起動～起動の間隔：12分以上

使用できない環境 -
引火性・可燃性ガス雰囲気、腐食性ガス雰囲気、アンモニアガス雰囲気、

エステル油成分を含む雰囲気、潮風の直接当たる場所

水圧 MPa 1.0以下

停止時間 分 ユニット停止～起動の間隔：3分以上

-15～43

-15～25

3～8

35以下

ブライン
流量

最小

最大

m
3
/h

m
3
/h

9.3 11.9 13.8

24.8 31.7 36.9

吸込空気温度

出口ブライン温度

出入口温度差

プルダウン温度（入口温度）

℃

℃

℃

℃

-

-

定格電圧の±5％

定格電圧の±10％

2％以内

40ＨＰ 50ＨＰ 60ＨＰ

WANR1-0088BALV-EN形使用限界と保護装置

製品形名 BALV-EN40A BALV-EN50A BALV-EN60A

電源電圧

運転時

始動時

相間アンバランス
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外気温度（℃ DB） 

製品運転範囲 

注．    部はプルダウン等の過渡時のみ運転可能となります。 

外気43℃ 

ブライン温25℃ 

外気43℃ 

ブライン温-15℃ 

外気-15℃ 

ブライン温-15℃ 

外気-15℃ 

ブライン温25℃ 
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ＢＡＬＶ－ＥＮ４０Ａ, ＥＮ５０Ａ, ＥＮ６０Ａ－ＢＳＧ

膜　厚

無塗装

無塗装

無塗装

―

無塗装

無塗装

無塗装

無塗装

無塗装

無塗装

―

(注意)

注１：粉体塗装の標準色は｢マンセル5Y8／1｣となります。

塗装仕様書（耐重塩害仕様）

項　目

７０μm以上

ドレン板（機械室、送風機室）

台枠

７０μm以上

７０μm以上

ファンガード・ベルマウス

外装パネル

羽根

モ－タ

仕　様

素材：アルミ―亜鉛合金めっき鋼板

素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

空気側熱交換器
フィン

７０μm以上

ボルト・ナット・ネジ

７０μm以上

塗装：ポリエステル粉体(片面/両面)
３０μm以上制御箱・ブレーカー箱

BALV-EN形塗装仕様書 WANR1-0080A耐重塩害仕様

―

７０μm以上アキュムレータ

冷媒配管締付金物

仕様②鉄製（亜鉛ﾒｯｷ有色ｸﾛﾒｰﾄ）…圧縮機、配管ﾌﾗﾝｼﾞ部等ﾄﾙｸ管

②３０μm以上
③７０μm以上

表示銘板 「ＪＲＡ耐重塩害仕様品」

仕様②③素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　　塗装：ポリエステル粉体(両面)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  理を必要とする部位、電気部品

塗装：ポリエステル粉体(両面)

素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

仕様③軟鋼線材（亜鉛ﾒｯｷ有色ｸﾛﾒｰﾄ）

塗装：ポリエステル粉体(両面)

素材：SB410、STPG、SM400

塗装：エポキシ樹脂

仕様①②素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　　塗装：ポリエステル粉体(両面)

素材：SUS316を銅箔にて真空ロー付け

素材：PP(ポリプロピレン樹脂)

素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

塗装：ポリエステル粉体(両面)

素材：AS樹脂

仕様①ステンレス製

素材：圧力配管用炭素鋼鋼管及びSB410

素材：アルミ―亜鉛合金めっき鋼板、合金化溶融亜鉛めっき鋼板

固定子外皮：不飽和ポリエステル樹脂

素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

素材：耐食プレコートフィン

素材：SUS

素材：合金化溶融亜鉛めっき鋼板

仕様①素材：溶融アルミ亜鉛合金めっき鋼板

素材：りん脱酸銅（C1220T）

塗装：エポキシ樹脂プライマー２回塗り、ポリウレタン樹脂１回塗り

塗装：ポリエステル粉体(両面)

モータ支持枠
塗装：ポリエステル粉体(両面)

７０μm以上

送風機

配管用支持金

冷媒配管

ブライン配管締付金物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  に使用

素材：SUS

枠

圧縮機

機械室柱・支持枠

ブライン側熱交換器（プレート式）

ブライン配管

１３μm以上

(1/1)
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設備設計工事時の注意事項
　***工事前にこの「注意事項」をよくお読みの上、設備設計を実施願います。***

　（3）据付場所の注意補足
　据付 ①大気中に油が含まれる雰囲気へのユニット設置は避けてください。樹脂ファンが油中の
　（1）据付スペース 　エステル系成分により浸食されファン破損の原因となります。

空冷式ブラインクーラーユニットの性能は、据付けの良否によって大きく影響されます。 ②大気中に硫化水素等の硫黄化合物またはアンモニアを含む雰囲気の場所や、塩分を
据付に際しては、いろいろな条件により制約を受けますが、性能を十分に発揮させるため風吸込み 　含む潮風または排気ガスが直接機器にあたる場所への設置は避けてください。配管の
スペースの確保、保守点検・サービスのためスペース確保を考慮願います。 　腐食、冷媒漏れの原因となります。

③本ユニットは外気温度低下時の運転において、送風機の稼働台数と回転数を減少して
　風量を減らすように制御しますので、強い風による影響が大きくなります。
　従って据付にあたっては次のような注意が必要です。
　（Ａ）強い風が直接空気熱交換器にあたらないように風向きや据付場所に注意してください。
　（Ｂ）強い風が避けられない場合は防風フード、防風壁等を設置してください。
④外気条件と運転状態によっては、パネルやユニット下部等に結露が発生する場合が
　あります。必要に応じてユニット周囲やユニット下部に水がたまらないよう処置してください。
⑤耐震強度(1.5G)は各モジュール単位での耐震強度検討を実施しています。
　（連結設置の耐震性を保障するものではありません）

　（4）ユニット周辺のサービススペース
　（2）据付場所チェックシート ①ユニットの据付に際しては、ユニット周囲に保守・点検のサービススペースを確保してください。

据付場所については設計段階で次の項目に対して問題無いかチェックしてください。 ②ユニットの周囲は空気吸込みのため、壁や障害物がないようにしてください。

＜単機＞

＜複数台＞

BALV-EN形 設備設計工事時の注意事項 (1/4) WANR1-0137A

複数台のユニットを集中設置する場合は、ショートサイクルの危険性がありますので、

各販売店へご相談ください。

●据付に関する基準

空冷式ブラインクーラ―の据付に関しては「冷凍空調装置の施設基準KHKS0010」が適用されます。

引用：冷凍空調装置の施設基準KHKS0010「4.4運転・保守スペースの確保」

（1）項：冷凍装置の主な操作を行う全面は900ｍｍ以上のスペースを設けること。

以上の基準とサービスを考慮し、サービススペースを確保されるようお願いします。
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　（5）騒音に関する注意 　（9）ユニットの設置
仕様書やカタログ記載の騒音値は無響音室換算したものです。 振動防止のため防振パッドまたは防振装置の取付けをお勧めします。
運転条件が異なったり、反響音のある場所では、 ユニットを設置する場合には、基礎の上に防振パッド（現地手配）を敷き、
概略4～6dB高くなることがあります。 その上にユニットを乗せてください。
またユニットをゲタ基礎に据付ける場合は （防振パッドは右表を参照のうえ、現地にて手配願います。）
ユニットの下面と床面間の反響により、騒音値が6～9dB程度
高くなることがありますのでご注意ください。

　（6）ビルの塔屋に据付ける場合のお願い。
ビルの塔屋にユニットを据付ける場合は、保安機器の
定期点検や通常の点検・サービスが容易に行えるよう
設計計画時に下記点をご検討ください。
①ユニットの周囲には手すり又はフェンス等を設けてください。 防振パッドはユニット基礎ボルト部に敷き、1箇所に2枚重ねとしてください。
②「計画タラップ」では点検・サービス時の昇降が危険ですので、
　右図のような階段方式としてください。

電気設備
＜電気設備選定＞

　（7）防雪対策 ・トランス、配線ブレーカー等の電気設備機器は、別途提出の電気工事仕様書により施工願います。
積雪が考えられる地方においては防雪対策を実施してください。 ・内蔵ポンプ仕様の場合は熱源機のポンプ運転指令（K75,K76）及びポンプインターロック（K01,K02）
冬期、ユニット停止時の積雪によるファンロックや風吹出し口の閉塞を防止するための制御として、 　への配線接続は行わないでください。
「降雪時ファン運転制御」を設けています。 　配線を接続した場合、ポンプインバータの破損に至る場合があります。
（降雪/常時切替スイッチON/OFFにより切替え）

配管の設計工事
（1）ブライン配管施工上の注意
　・ブライン配管の出入口を間違えないようにしてください。
　・安定した運転をするためには、ブライン温度及び流量が急変しないようにブラインをユニットに

降雪時ファン運転制御を有効とする方法 　　供給してください。
・手元運転：ユニットの操作スイッチ「降雪/常時切替スイッチ」を「ON」とする。 　・配管には接手バルブを設け、サービス性を考慮してください。
・リモコン運転：リモコン盤面の「降雪ボタン」を「ON」とする。 　・ブライン配管の出入口に温度計を設けておくと運転状態を確認することができます。
・遠方入力運転：遠方端子入力(K91-K92)に接点信号を入力する。（ONでファンが運転） 　・ブライン配管の熱損失を防ぎ、配管の結露・凍結を防止するため断熱施工をしてください。

　・配管にはフレキシブルジョイントを設け、振動が配管に伝わらないようにしてください。
　（8）アルミフィンの保護 　・配管には適宜吊り具を設け、熱交換器のアダプターに荷重がかからないようにしてください。

①屋外機で特にダメージを受けるのは、空気側熱交換器（フィン付熱交換器）のアルミフィンです。 　・ブライン配管には水抜きができるように水抜きバルブを設けてください。長期停止する場合や
　フィン面が潮風を直接受けない向き、位置に設置してください。 　　外気温度がブライン凍結温度以下になる場合はブラインを抜いてください。
②海岸近くの潮風だけでなく、ゴミ焼却場などの煙も腐食性を持つことが多いので、同様に注意して 　　ユニット内部のブラインはユニット内部のドレンプラグより排水してください。
　ください。 　・ブライン配管にはエア抜きができるよう、適宜エア抜き弁を設けてください。
③海岸近くに設置される場合においても、上記①、②のごとく留意願います。 　・ポンプ内蔵仕様において、内蔵ポンプ本体のフランジ側面のプラグ（サイズ：3/8インチ）を

　　締めすぎた場合、ポンプ破損に至る可能性がありますので、適正トルクを守ってください。
  　　＜適正トルク：25±2　N・m＞
　・蓄熱槽やクッションタンクをブライン配管に設けるシステムでは、タンクへ戻すブライン配管は
　　下図に示すようにブライン中下に入れて、空気の泡ができないように施工してください。ブライン中の
　　溶存酸素が増加するとブライン側熱交換器及びブライン配管の腐食が促進されます。
　・ポンプ吸込側が負圧にならないようにして下さい。

　（注）JRA耐塩害仕様、JRA耐重塩害仕様に関して
JRA基準（空調機器の耐塩害試験基準：JRA9002）は、屋外設置機の外郭（3.2ｍｍ以下の薄板鋼板
又は形鋼により制作されたキャビネット）を構成する部品の塗膜試験方法について規定するもので、
厳密に言えば上記空気側熱交換器のアルミフィンは該当しませんが、腐食環境に設置される
アルミフィンの防食のため、耐食性プレコートフィンを使用しています。
耐塩害仕様・耐重塩害仕様の詳細は、別途塗装仕様書をご用命願います。
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降雪/常時切替スイッチがOFFの状態で積雪があった場合、凍結の発生等によりファンが破損する

可能性があります。降雪時には本スイッチを「ON」とする運用をお願いします。

製品形名 使用個数
BALV-EN40A
BALV-EN50A
BALV-EN60A
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ビルの屋上など軽構造部に据付ける場合は、防振装置をご使用ください。
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　・ユニットの入口配管には必ず清掃可能なストレーナ（現地手配：20メッシュ以上）を設け、ボルトや 　（4）凍結保護装置作動時の処置
　石類等の異物がブライン側熱交換器に入らないようにお願いします。＜下図参照＞ 凍結保護装置が作動した場合には、プレート式熱交換器の凍結が生じている場合がありますので、

必ず原因を取り除いた後に運転を再開してください。原因を取り除く前に運転を再開するとプレート
熱交換器を閉塞させ、氷を融解させることができなくなるだけでなく、繰り返し凍結によりプレート
熱交換器が破損し、冷媒漏れや冷媒回路へのブライン侵入につながります。

　（5）流量低下
タンク・蓄熱槽などにて、ブライン回路が開放系となる場合には、配管抵抗の他に実揚程（ヘッド）考慮し、
ユニットに必要な循環ブライン量が必ず確保できるようにポンプを選定願います。

　（6）ポンプ残留運転について
　・出入口配管には、サービス時等にブライン側熱交換器内のブラインが抜けるように排水弁 本ユニットはブライン側熱交換器（プレート熱交換器）の凍結防止のため、「切」後1分間のブラインポンプ
　（ドレンバルブ）を設けてください。 残留運転が必要です。
　・ユニットの入口配管部とは別に、ポンプ配管入口近くにも清掃可能なストレーナを取付けてください。 ・ブラインポンプが本ユニットのポンプ運転指令にて制御されている場合、残留運転制御はすでに
　・ユニット停止中にブラインが逆流し、ポンプ故障の原因になりますので、ポンプの出口側に逆止弁 　組み込まれています。
　を設けてください。 ・ブラインポンプが別盤にて制御されている場合、ユニット「切」後1分間のブラインポンプ残留運転を
　・ブライン系統の異物除去のため沈殿槽又はバイパスストレーナの取付けを推奨致します。 　お願いします。
　ストレーナは一般的には、循環量の2～3％を処理する容量を目安に選定します。
　バイパスストレーナの施工例を下図に示します。 　（7）凍結防止運転について

本ユニットは冬季、夜間などポンプの停止している場合にブライン熱交換器（プレート熱交換器）の凍結
防止のために、ポンプを補助運転させる機能を標準装備しています。
①ポンプが本ユニットのポンプ運転指令にて制御している場合（内蔵ポンプ含む）
　・ブライン出口温度が凍結点+3℃以下になるとポンプ運転指令を「ＯＮ」してポンプを補助運転させます。
　・ブライン出口温度が凍結点+5℃まで上昇するとポンプ運転指令を「ＯＦＦ」してポンプを停止させます。
②ポンプが別盤にて制御されている場合
　ユニット「切」後1分間のブラインポンプ残留運転をお願いします。

　（2）ポンプ伝搬音の防止
ポンプの振動が配管を伝わって室内で音となって表れることがあります。
ポンプの伝搬防止対策として下記のような対策を実施ください。

　（8）ユニットへのブライン供給を二方弁にて制御している場合
　（3）循環ブライン量管理 　 ユニット「切」から1分後に二方弁を「閉」としてください。

ユニットの許容最小ブライン流量を下回る運転を行うとプレート式熱交換器が凍結し、凍結パンク
に至る場合がありますので、必ずユニットの許容ブライン流量範囲でご使用ください。
ストレーナの詰まり、エアがみ、循環ポンプ不良などによる流量減少がないか点検してください。
現地ブライン配管にフロースイッチ等を設け、ユニットに供給されるブライン量がユニットの
許容最小量を下回らないように管理するようお願いします。
フロースイッチにつきましては、ご要求に応じ別売品にて対応可能です。（現地配管取付）
また上記ブライン量を確保しても、現地空調システムにおいて一次側にバイパス回路が設けてあり、
軽負荷時にブライン量が減少する場合は、圧縮機の頻繁な発停や凍結異常などトラブルの原因と
なることがあります。循環ブライン流量は一定流量でご使用いただきますようお願いします。
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・ポンプの吸込・吐出側にフレキシブルジョイントを設ける。

・ポンプは防振ゴムを使用する。

【注意】

現地ブライン配管に凍結防止用ヒータを施工される場合に、ヒータを温度センサー近くに施工すると、

温度センサーが高い温度を検知して凍結防止ポンプ運転が行われず、ブライン側熱交換器が凍結

する場合があります。

現地ブライン配管の凍結防止用ヒータは、ブライン温度センサーから充分離して施工（目安：ユニット

ブライン配管接続部から500ｍｍ以上）されるようお願いします。
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　（9）排水配管の接続 ＜プレート熱交換器の洗浄周期（開始とインターバル）＞
本ユニットは、ユニット反サービス面に排水口を設けています。（Ｒ1　1/2おねじ　1カ所）排水口を 　①定期的な水質検査（シーズンイン前）を行ってください。
塞がないようにしてください。 　②薬品洗浄は5年に1回を目安に実施ください。（ＪＲＡ保守点検ガイドライン）
機械室のドレン排水穴はユニット底面にあります。 　③ブラインが汚れている場合は、1年に1回を目安に洗浄を実施ください。

　　また洗浄と併せて水質改善を必ず実施ください。

＜プレート熱交換器単体洗浄モデル図とその接続例＞

　（10）ブライン配管断熱施工
ブライン配管の発散、侵入を防ぐとともに、管表面に結露・凍結させないように防熱する必要があります。
①グラスウールによる防熱施工例

　下記①～⑧は洗浄するのに必要な回路部品を示す。
　①仕切弁の設置　：　洗浄循環回路とシステム回路（負荷側）を切り離すために必ず設置ください。
　②排水弁の設置　：　ブライン、洗浄溶液が抜けるよう排水弁を設置ください。
　③空気抜き弁　：　配管中の空気が抜けるよう空気抜き弁を設置ください。
　④薬品洗浄用接続口　：　プレート熱交換器の薬品洗浄用の配管接続口を設けてください。（25Ａ）
　⑤循環ポンプの設置　：　0.2～0.4kW程度。

　 　（ユニット形名毎の洗浄下限流量を満足する容量を選定ください）
②フォーム・ポリスチレン保温筒による防熱施工例 　⑥洗浄液タンクの設置　：　15～20リットル程度。

　⑦ストレーナの設置　：　メッシュ80以上（必須）
 洗浄で除去された異物をプレート熱交換器内へ戻さないために必ず
 設けてください。

　⑧その他部品　：　洗浄循環ホース（必要長さ）、重量計（50～100ｋｇ程度）、
　廃液回収ポリタンク（必要量）

＜循環洗浄方法＞
　①ブラインの入口配管に薬品洗浄用の配管接続口があることを確認してください。

　（11）ブライン側熱交換器の洗浄について 　　対スケール用の洗浄剤としては、蟻酸・クエン酸・シュウ酸・酢酸・燐酸等を5％程度に希釈した
＜ブライン側熱交換器の洗浄について＞ 　　ものを使用することができます。
　①本製品ではブライン側熱交換器に「ステンレス製プレートを銅ろう付けしてブレージングプレート式 　　塩酸・硫酸・硝酸等は腐食性が強いため絶対に使用しないでください。
　　熱交換器」を採用しています。 　②入口接続口の前と出口接続口の後にバルブがあることを確認してください。
　②プレート式熱交換器は経年的なスケールや微小な異物(鉄さび粒子サイズ：20μm程度)がストレーナ 　③洗浄剤循環用配管をプレート式熱交換器出入口配管に接続し、50～60℃の洗浄剤を一旦
　②プレート式熱交換器は経年的なスケールや微小な異物(鉄さび粒子サイズ：20μm程度)がストレーナ 　　プレート式熱交換器に満たして、その後ポンプで洗浄剤を2～5時間程度循環させてください。
　③この異物の付着・堆積が経年的に進行した場合、これが原因で性能が低下したり、閉塞した部位で 　　循環時間は、洗浄剤の濃度や、スケールの付着状況によって異なりますので、洗浄剤の汚れ（色）
　　流量低下となり凍結と融解を繰返し凍結破損に至る場合があります。 　　の変化等によって、スケールの除去程度を判断してください。
　　また、リニューアル（機器のみ入替）においては、システム側の水質は変わらないため、異物の付着 　④洗浄循環後、プレート熱交換器内の洗浄剤を排出し、1～2％の水酸化ナトリウム（NaOH）又は重炭酸
　　(汚れ）が加速的に進行する場合があります。 　　ソーダ（NaHCO3）水溶液をプレート式熱交換器に満たした後、15～20分循環し、中和してください。
　④プレート熱交換器は分解洗浄が不可能な構造となっていますので、計画的・定期的な薬品洗浄を 　⑤中和作業後には、クリーンな水でプレート式熱交換器内を注意深くリンスしておいてください。
　　実施してください。 　⑥市販の洗浄剤をご使用の場合は、ステンレス鋼と銅に対して腐食性のない洗浄液であることを

　　事前に確認してください。
　⑦洗浄方法の詳細については、弊社サービス会社へお問い合わせください。
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プレート熱交換器の汚れ付着及び異物詰り等による凍結パンク（冷媒ガス漏れ等）の原因が水質に

起因する場合は「保証」の対象外とさせていただきます。


